
108

本研究では，日本とアメリカの生徒と
の英文手紙交換の活動を通して，両国

の生徒のグローバルマインドと異文化理解の変容，
日本の生徒の英語の授業における積極性に与えた影
響を，質問紙によって検証した。また，取り組みに
対する目的と，教師の視点からとらえた生徒の変容
を，教師の半構造化インタビューにより分析し，さ
らに，中学時代に手紙交換を経験した卒業生の半構
造化インタビューから，手紙交換が卒業後の進路や，
英語学習への意欲に与えた影響について分析した。
その結果，異文化理解に関して，日本の生徒の事前
と事後で顕著な差が見られ，取り組み後にはお互い
の国に対する印象が以前より良くなったことと，日
本の生徒は以前よりも英語を使うことに対し自信が
ついたことが明らかとなった。また，教師が同じ目
的を持って取り組んだことで，英文手紙交換が生徒
の異文化理解の変容に影響を与え，卒業後の英語学
習への意欲の向上につながったことがわかった。

はじめに1
　国際社会における急速なグローバル化の進展の中
で，日本の英語教育の担う役割はますます重要に
なってきている。2020年の東京オリンピックを控
え，今後さらに外国語を用いたコミュニケーション
の機会が増加すると予想される。ベネッセ教育総合
研究所が実施したアンケート結果（2009）によると，
中学生は「自分たちが大人になる頃には，今よりも
英語を話す必要がある社会になっている（71.1％）」
と同時に「英語が話せなくても将来困ることはない

（35％）」と回答している。異文化への興味を示す生
徒が 7割程度いる反面，日本にいれば英語が話せな
くても職を選ぶことができるため，日常生活で英語
学習の必要性を感じていない生徒が 3割以上いるこ
とがわかる。このことから，生徒にグローバル社会
の意義と英語学習の必要性，さらに他外国の習慣や
伝統文化を生徒に理解させ，コミュニケーションを
図るために英語を積極的に学ぶ姿勢を身につけさせ
ることが必要であると言える。
　以上のような背景を踏まえ，本研究では，グロー
バルな視点を持って異文化を理解し，英語の学習に
積極的に臨む生徒の育成をめざして，日本とアメリ
カ合衆国の生徒の英文手紙交換を行う。手紙交換が
日米両国の生徒の異文化理解にどのような変容を与
えるのか，その変容が日本の生徒の英語で表現した
いと思う気持ちや，英語の授業における積極性にど
のような影響を与えるのかを，両国の生徒の質問紙
調査と教師のインタビュー調査により検証し，さら
に，中学時代に手紙交換を経験した20代の卒業生の
インタビュー調査より，手紙交換が卒業後の進路や
英語学習への意欲に与える影響について分析する。

先行研究2
　本章では，「外国の友達に英文手紙を書く活動」を，
次の 4つの視点からとらえて先行研究を進める。⑴ 

国際的志向性とグローバルマインドを育てる国際理
解教育，⑵ ライティング指導における英語を書く力
の育成，⑶ 外国語の学習動機づけ，⑷ グローバル
ネットワークにおける学習環境（Globally Networked 
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Learning Environments）の構築。

2.1	 国際的志向性とグローバルマイン
ドを育てる国際理解教育

　八島（2001）は，異文化コミュニケーションを目
的とした英語学習の理由や，異文化の人々との接触
といった行動傾向を統合したコンセプトとして「国
際的志向性」を挙げ，その必要性を説いている。英
語学習に関する目的が明確で，達成可能だと認知で
きると，学習意欲が上昇して，国際的な職業への志
向性に結びつき，英語が象徴する外の世界への関心
が高まっていく。そして，国際的志向性を持ち，世
界に向けて関心が高まることの延長線上に，これか
らの国際社会を生きていくために必要なグローバル
マインドを持った生徒を育成していくことが求めら
れている（多田, 1997）。多田は，グローバルマイン
ドとは，「地球市民としての意識」であると定義し，
広い視野，異文化への知的好奇心など，国際性の素
地を培うことや，異文化を持つ人々とともに，地球
的課題の解決に取り組む意識や行動力を持つことが
必要であると述べている。
　以上のことから，英語が象徴する外の世界への関
心が高まる国際的志向性や，「地球市民としての意識」
であるグローバルマインドを身につけるために，中
学校英語教育が果たす役割が重要であり，そのため
に効果的な教育が，国際理解教育ではないかと考え
る。そこで，生徒がどの程度異文化を理解し，地球
市民としての視野を広めつつあるかを観察するため
に，鈴木他（2000）が作成した「国際理解測定尺度」
を本研究に適用する。鈴木らは，日本ユネスコ国内
委員会が1982年に刊行した『国際理解教育の手引き』
の基本目標 3項目（人権の尊重・他国文化の理解・
世界連帯意識の育成）をベースに，外国語理解の項
目を付け加えて，具体的目標ごとにその目標の内容
を反映する質問項目と，同数の逆転項目を挙げてい
る。本研究では，異文化理解と英語の学習意欲の向
上を目標として次の 5項目に焦点を当てる。
　⑴ 多くの外国人と友達になりたいと思う（人権

の尊重）
　⑵ 外国でその国の人たちと同じように生活して

みたい（他国文化の理解）
　⑶ 異なる文化に触れることは興味深い体験だと

思う（他国文化の理解）
　⑷ 自分の言いたいことを英語などの外国語で表

現できる（外国語の理解）
　⑸ 外国映画を見るときに字幕を見なくても筋が

わかるようになりたい（外国語の理解）

　また，Damen（1987）は，異なる文化を学ぶことで，
徐々に異文化を受容していく「異文化適応のプロセ
ス」を，表 1のように 5段階にまとめている。

第 1 段階 異文化に初めて触れて楽しんでいるが，あ
くまで自国文化中心の考えの段階

第 2 段階 異文化に触れ，自国文化と違った特徴に表
面的な興味を持ち好奇心を抱いている段階

第 3 段階
外国や外国の人々との接触によりカル
チャーショックを受けて，異文化を拒否し
てしまう段階

第 4 段階 異文化を寛容な態度で受け入れることが
できるようになる段階

第 5 段階 互いの国の文化の違いを自然に受け入れ，
気軽に行動し，楽しめるようになる段階

（注）Damen（1987）より筆者訳，改変。

■ 表 1：異文化適応のプロセスによる各段階での反
応の典型

　Damen（1987）は，このプロセスは，海外滞在
者のみが体験するのではなく，異文化学習の一般的
な過程だと指摘している。そこで，この異文化適応
のプロセスに，日本の中学校の英語学習を位置づけ
てみると，生徒はこのプロセスを，日々の授業の中
で体験していると考えられる。そこで本研究では，
中学生が授業の中で，第 2段階で異文化に触れなが
ら，第 3段階で互いの相違を受容していく異文化適
応のプロセスを経て，第 4段階の異文化を受け入れ
る段階に達することめざす。

2.2	 英文手紙とライティング指導
　英文手紙の交換をライティングの視点からとら
え，「書くこと」の重要性を，次の 4点から指摘する。
まず第 1に，自分の考えや意見などを英語で書ける
ようになることが大切である。学習指導要領解説
（文部科学省, 2008）では，「身近な場面における出
来事や体験したことなどについて，自分の考えや気
持ちなどを書くこと」をめざしている。ライティン
グ力を育成するためには，ただ英単語や文章を丸暗
記する学習ではなく，自分の目で世界を見て考えを
書くという，思考力や表現力を身につける学習が必
要である。本研究では，教科書のリーディング教材
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など，身近な教材を題材にし，英語で「書くこと」
を通したコミュニケーションの育成を図る。
　第 2に，生徒は，国際社会で発信していくグロー
バルスタンダードとしての「パラグラフ（段落）ラ
イティング」を身につけることが必要である。大井
（2008）によると，パラグラフの中で，書き手が最
も重要と考える文をトピックセンテンスとし，その
トピックセンテンスで述べられた概念を，具体例を
伴って説明し，内容をサポートするのが，サポーティ
ブセンテンスである。本研究では，生徒がパラグラ
フライティングの形式に慣れ，テーマに沿って英文
を「書く」活動に取り組む。
　第 3に，書く力を育てるため，生徒同士でインタ
ラクションを行いながらできる，「ピア・レスポン
ス」を取り入れることが効果的である。池田（2004）
は，ピア・レスポンスを「学習者たちが自分たちの
作文をより良いものにしていくために仲間どうしで
読み合い，意見交換や情報提供を行いながら作文を
完成させていく活動方法」と定義している。ピア・
レスポンスを通して，生徒はより伝わることばを吟
味し，思考力や表現力を深めることができる。本研
究では，ライティングの中にピア・レスポンスを取
り入れ，双方の作文の内容や構成に，効果のある活
動をめざす。
　第 4に，ライティングを通して自発的な学習を促
すことが大切である。書いたものは文章として残
り，スピーチや交流の媒介物となる。それらを書き
ためていくことで，後から振り返ることができ，学
習者の査察や自己評価にもなる。また，英文手紙や
電子メールでは，生徒が，生活の中で近況や感じた
ことなどを書いて交換することができるため，自発
的なライティング力を育成する。

2.3	 外国語の学習動機づけ（統合的学
習動機づけ）

　Gardner（1983）は，「統合的動機づけ（integrative 

motivation）」と「道具的動機づけ（instrumental 

motivation）」という 2つの動機づけのタイプを区
別しており，統合的動機づけを，「目標言語の社会
の一員として見なされたいためにその言語を学習す
る」と定義している。ある特定の言語を話す人々や
文化に興味を示し，その社会の人々と深く交流をし
たいために外国語を学習する統合的動機づけは，本
研究の目標に一致する。それに対し道具的動機づけ

は，「学習者にとって実用的な理由でその言語を学
習する」とされる。生徒は試験や入試のために努力
するだろうが，その目的だけで受験後も同じ 

motivation を保ち続けることは難しいだろう。一
方，英語を話す人々と交流したいと思う統合的動機
づけは，その後も継続していくため，生徒の英語学
習にとって非常に大切であると考える。
　また，Tomlinson and Imbeau（2011）は，「生徒
の興味・関心は動機づけの要素として重要視されて
いるため，授業を興味深いものにすることはもちろ
ん，内容が生徒の生活や関心に直結していることが
大切である（筆者訳）」と述べており，生徒の興味・
関心に沿った教材の開発のため，生徒一人一人にア
ンケートを取って教師が把握し，複数の教材を提供
して生徒に選択させるなどの工夫が必要だと指摘し
ている。本研究では，生徒の統合的学習動機につな
がり，英語でコミュニケーションできるようになる
ことをめざし，生徒の興味・関心に沿った活動とし
て英文手紙交換に取り組む。

2.4	 グローバルネットワークにおける
学習環境（GNLEs）の構築

　G N L E s（G l o b a l l y  N e t w o r k e d  Lea r n ing 

Environments）とは，グローバルなネットワークを
利用した学習環境である。Starke-Meyerring and 

Willson（2008）は，近年グローバル化が進み，学
校におけるカリキュラム，教室も早急に国際化する
ことが求められていると指摘している。インター
ネット環境は情報化時代には必須となり，海外の友
達と瞬時に会話したり，電子メールを交換したりし
てコミュニケーションできる環境は，これからの中
学校の英語教育に不可欠であろう。GNLEs は世界
とつながるという意味で，海外との手紙交換は互い
に親密な関係を築くために良い方法であると考えら
れる。多田（1997）は国際交流を活用した学習とし
て，外国の学校や外国人との文通を推奨している。
手紙交換には，手紙を保管し好きなときに読み返す
ことができるという注目すべき利点がある。そこ
で，本研究ではインターネットを使わず，スローで
あるが豊かなつながりを作る「手紙」の交換を，現
状の学習環境に適応した方法として試みる。

2.5	 研究の目的
　以上のような課題や先行研究の背景を踏まえ，本
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研究の目的として，次の 2点を示す。
⑴ アメリカ合衆国の小中学生と手紙やビデオレ
ターの交換をすることで，日米両国の中学生の
異文化理解に変容が見られるかを検証する。

⑵ 手紙やビデオレターの交換が，生徒の英文手紙
で表現したいと思う気持ちや，英語の授業にお
ける統合的動機づけにつながり，ひいては学習
への積極性に影響を与えるかどうかを検証する。

2.6	 研究の対象者と方法
　本研究において，実践の対象者は大阪市立中学校
の生徒約200名であり，そのうち質問紙分析は61名
を無作為抽出して行う。アメリカ側の対象者はカン
ザス州の小中学生約200名で，質問紙分析は62名を
無作為抽出して行う。
　日本とアメリカの生徒とで 2年間英文手紙交換を
行い，その取り組みの手続き的な手法を，実践とし
てまとめる。また，訪問国における国際交流の様子
をジャーナル記述としてまとめる。
　研究方法として，目的⑴に関しては両国の生徒の
異文化理解と英語の授業における積極性の変容を見
るため，日本の生徒に事前と事後の質問紙調査を行
い（調査 1），アメリカの生徒に事後のみ調査する
（調査 2）。目的⑵に関しては，日米の生徒に記述式
質問紙調査を行い（調査 3），また，両国の教師の
取り組みの目的や，生徒の変容を観察する視点につ
いての半構造化インタビューを行い（調査 4），本
取り組みの経験者である卒業生に，その後の英語学
習に対する意識についての半構造化インタビューを
行う（調査 5）。調査 1，2の 4件法を用いた質問
紙の結果は，統計的手法を用いて分析し，調査 3に
関しては，生徒の記述を切片化し，一人一人の意見
や感想を生かすため，得られた情報を整理して問題
解決に結びつけていく KJ 法（川喜田, 1970）を用
いて質的分析を行う。調査 4，5はインタビューを
カテゴリー化し，表にまとめる。

「カンザスとの英文手紙交
換」の実践3

3.1	 Pen	Pal	Project	の実践報告
　Pen Pal Project とは，2006年度に，筆者の勤務し
ていた大阪市の中学校とアメリカ合衆国・カンザス
州アイオラ地域の小中学校で始めた，英文手紙を交

換する文化交流のことである。その交流の中で日本
とアメリカの生徒は，1対 1で決まった相手に手紙
を書くことにした。アメリカからはハロウィンや
イースターなどの紹介，日本からは，節分や七夕な
どの紹介の他，体育大会，修学旅行の写真を送り，
互いの文化や学校生活の相違を体験した。本取り組
みは現在も継続中であるが，本研究では，その中の
2年間の実践を扱う。手紙の交換は中学 3年生まで
の 2年間で，合計 4回行った。取り組みの具体的内
容は表 2のとおりである。

3.2	 日本の教室での取り組み内容
　表 2の取り組みは，Phase 1～ 5に設定しており，
それぞれの内容について述べていく。
⑴ Phase 1　アメリカ・カンザスについて知る
　先行研究より，異文化理解のためには，言語知識
や文化情報を知るだけでなく，異なる価値観の受容
が必要であり，そのために積極的に異文化を体験す
ることが大切であると考えられる（佐野・水落・鈴
木, 1995）。本研究では，まず Phase 1 として，英語
の授業で，アメリカ合衆国・カンザス州に住む小中
学生と文通をする取り組みである Pen Pal Project 

を生徒に伝え，写真やビデオを用いてカンザスを紹
介した。アメリカ合衆国は，日本で比較的よく知ら
れているが，アメリカ中部にあるカンザス州につい
ての知識を持っている生徒はほとんどいなかった。
まず，カンザスの位置や，アメリカの生活文化や学
校行事，交流校の様子，人気のある有名スターを紹
介し，その後，Dear Pen Pal で始まる自己紹介カー
ドをそれぞれの生徒に手渡し，最初の手紙を書いた。
習った表現だけでなく，辞書を引いたり先生や友達
に聞いたりして最初の手紙を書いた。

⑵ Phase 2　交流校について知る
　交流校はカンザスシティよりさらに車で南へ 3時
間程行ったところにある人口数千人の小さな町にあ
る。大都市へは飛行機で何時間も移動しなくてはな
らないため，カンザスを出ることなく一生を過ごす
住人も多い。またアジア人や黒人もそれらの都市と
比べると格段に少なく，多文化に日常的に触れる機
会が少ない地域である。送られてきた写真の中には
学校の様子や生徒の名前付き写真が入っていたた
め，生徒は自分のペンパルを一生懸命探していた。
名前を見て男子だと思っていたが女子であったこと
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がわかったり，手紙から想像するイメージと違った
りして驚く生徒もいた。手紙の内容は，前回よりも
個人に対する質問が増えてきた。例えば，好きな歌
手に関することやゲーム，アニメなどについて，相
手の顔が見える文通になってきた。2回目の手紙は
季節が秋であったので，日本からの返事は，体育大
会，おせち料理や初詣などについて伝えるモデル文
を参考に書いた。

⑶ Phase 3　家庭科との合同授業と学校紹介ビデ
オ作成

　Phase 3 では，2つの活動を行った。Tomlinson 

and Imbeau（2011）は，生徒が学習事項を理解し，
将来それらを使いこなせるようになるためには，他
の分野との統合的な学習が必要であると指摘してい
る。ここでは，鈴木他（2000）の国際理解測定尺度
の「各国の代表的な料理をいくつか挙げることがで
きる」という項目に着目し，まず 1つ目に，家庭科
とのコラボレーション授業を全 3時間で行った。授
業内容は，1時間目にアメリカ人の食生活に触れ，
カンザスで有名なバーベキューや，アメリカの学校
での昼食の写真を紹介した。また，最近アメリカで
日本の健康的な料理が注目されており，「お弁当」
が海外で人気があることなども伝えた。その後「オ

ムライス」をカンザスに紹介するために，英語レシ
ピを使って調理方法を確認し，2，3時間目は実際
の調理実習を行った。写真とレシピをカンザスに送
ると，交流校の方でオムライスを紹介する授業が行
われ，家で実際に作ってみる生徒もいたということ
である。
　 2つ目の取り組みとして，自分たちの学校を紹介
するためにビデオレターの作成を行った。日本の中
学校を動く映像でとらえることができるように，中
学校の玄関や教室，体育館，LL 教室，武道場，運
動場などを英語で紹介した。ビデオは約15分で，そ
の中に調理実習や普段の授業の様子も盛り込んだ。

⑷ Phase 4　ライティングの取り組み
　Phase 4 では，ライティングを中心としたさまざ
まな活動を行った。具体的な指導については次項で
述べる。

⑸ Phase 5　教師のアメリカ訪問についての報告
　筆者は，3回目の手紙を直接アメリカの生徒に届
けることと，アメリカの生徒の質問紙調査，教師の
インタビューを目的とし，カンザスの交流校を訪れ
た。後日，訪問時のビデオや写真を見せると，生徒
は自分の学校紹介ビデオを交流校の生徒が視聴して

取り組み内容 日本の生徒
（Age14）stu-JP

アメリカの生徒
（Age9-14）stu-US

Phase 1
（2 時間）

T： アメリカ・カンザスについて生徒
に紹介

S： 1 回目の手紙交換

事前アンケート（Pre-JP）
N=61（無作為抽出）

Phase 2
（1 時間）

T： カンザスの交流校について生徒に
紹介

Phase 3
（5 時間）

T： 家庭科と英語の合同授業の実施（調
理実習）

S： 学校紹介ビデオ作成
S： 2 回目の手紙交換

Phase 4
（6 時間）

T： 長文問題，英作文の取り組み
S： 3 回目の手紙交換

Phase 5
（2 時間）

T： 教師のアメリカ訪問写真・ビデオ
を見せる

・ 事後アンケート（Post-US）
N=62（無作為抽出）

・ 教師の半構造化インタビュー
（USA-T1）

S： 4回目の手紙交換 ・ 事後アンケート（Post-JP）
N=61（無作為抽出）

・ 教師の半構造化インタビュー
（JP-T1，JP-T2）

■ 表 2：授業での取り組みと調査

（注） T：Teacher　S：Students
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いる様子や，カンザスの学校生活を実際に映像で見
ることで，アメリカを身近な外国としてとらえられ
たようだ。最後の手紙はペンパルに今までの感謝の
気持ちを伝える手紙となった。「もっと続けたかっ
た」と残念がる生徒が多くいた。最初はあまり興味
を示さなかったが，次第に活動に引き込まれて，一
生懸命返事を書くようになった生徒もいた。

3.3	 ライティング指導の工夫
　ライティングでは「書くこと」を通したコミュニ
ケーション能力を育成するため，次の 5つの活動に
取り組んだ，⑴ 教科書のリーディング教材を使用
したライティング，⑵ パラグラフライティング，
⑶ RAFT 作文，⑷ 英文手紙としてのライティング，
⑸ ピア・ライティング。
　まず⑴では，教科書のリーディング教材を使用し，
「自分の考えや意見などを書けるようになる」活動
を行った。モデル文を読み，その後好きな国を選ん
で調べ，紹介文を書いた（図 1）。調べて得た情報
に，自分の考えや思いを足して文章を書くよう指導
した。学習指導要領（2008）で示唆しているとおり，
モデル文を用いての指導はどのような構成でまとめ
たらよいのかを示すという意味で大切であるため，
活動時には作品の見本を提示した。

▶	図 1：好きな国についての紹介

　⑵は英文の基本の書き方である「パラグラフライ
ティング」の指導を行った。主題を示すトピックセ
ンテンスに続いて，そのトピックを支えるサポー

ティブセンテンスを 2～3文，最後にもう一度ト
ピックセンテンスを示す，合計 5文程度のライティ
ング指導を行った。日本の作文とは書き方が違うた
め，初めはうまく書けなかった生徒も，パラグラフ
ライティングの形を知ることで，短くても形式に
沿った文章が書けるようになった。5文以上書ける
生徒は何文でも書いてよいとした。図 2，3で生徒
の作品例を紹介する。

中 2，生徒 A；パラグラフライティング
“My favorite animal is a rabbit.
Because it is cute.
I have two rabbits, white and black.
They are a part of my family.

So I like rabbits very much.”

▶	図 2：パラグラフライティング例 1

中 2，生徒 B；パラグラフライティング
“I like baseball.
I am tall and I can run fast.
I can be a hero in baseball games.
Playing baseball is fun for me.
So I like baseball very much.”

▶	図 3：パラグラフライティング例 2

　⑶は，個々の考えや興味づけを大切にするライ
ティングとして，Tomlinson and Inbeau（2011）が
提唱した Differentiated Instruction：DI（生徒の多様
性に応じた指導）の 1つである，「RAFT 作文」を
指導に取り入れた（資料 1）。DI とは，クラス全体
で到達目標を共有しながら学習する中で，教師が生
徒のレディネス，興味・関心，学習プロフィールに
応じて，複数の学習の手立てを提供する指導法であ
る。「RAFT 作文」とは， Role（役割）， Audience（聞
き手）， Format（形式）， Topic（主題）の 4つを示し，
それらに基づき，内容を自分で考え，文章を書くラ
イティング法である。本研究では，表 3のように，
「RAFT 作文」として毎回 3つのテーマを提示し，
ライティングを行った。活動は 3回行い，毎回違う
テーマを提示した。図 4，5に生徒のライティング
の例を示す。
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Role Audience Format Topic

1  I Friends in Kansas Letter About the recent state

2 Teacher of a club Club members Words of encouragement Do your best!

3 Endangered animal People on the Earth SOS Help me!

■ 表 3：RAFT 作文のテーマ例

　⑷では，英文手紙を「書く活動」としてライティ
ング指導を行った。教科書で手紙の書き方を学習す
るが，Pen Pal Project では，書いた手紙を実際にエ
アメールで送り，自分あてに外国から返事が届く喜
びがある。生徒は楽しんで活動に取り組んだが，英
文で手紙を書くことは中学生にとって容易なことで
はない。書きたいことはたくさんあるのだが，それ
をわかりやすく文章にするためには辞書を引き，何
度も書き直す必要がある。英文は回を重ねるごとに
徐々に分量を増やし，最終的には50語以上書くよう
目標を立てて取り組んだが，それを超える語数で書
いた生徒も多くいた。図 6，7に生徒の手紙の例を
紹介する。

中 3，生徒 E；手紙
Hello.
Thank you for your letter.  My favorite soccer team 

is “Dortmund”.  How about you?
I enjoyed the summer vacation.  I went to Shiga in 
Japan.  I enjoyed there with my friends.
How about your summer vacation?
I want to go to America.  Where should I go in 
America?  What are famous things in America?
  Your friend,

▶	図 6：英文手紙例 1

　⑸ 最後に，活動の中に「ピア・レスポンス」を
取り入れた。ピア・レスポンスを効果的に行うため
に，活動時にはグループになり，お互いが書いた作
文をより良くするよう話し合いながら進めた。ま
た，手紙を書く際にも，友達と共有して読んだり，
書いたものを互いにチェックし合うよう促した。1

人で英文を書くことに不安がある生徒も，友達と学
び合うことで前向きに活動に取り組めた。

3.4	 アメリカの教室での取り組み内容
　一方，カンザスでは自主教材を使って，日本の地
理や四季，料理，昔話など多彩な内容で授業を行っ
ており，季節に応じて餅つきのビデオ視聴や，節分
の豆まきなどの文化体験に取り組んでいる。文字指
導も行っており，ひらがなを手紙に書く生徒が多く
いる。また，お辞儀をしながらあいさつをするなど
の指導も行っている。

3.5	 教師のアメリカ訪問
　筆者は，生徒の手紙と作成したビデオレターを持
参し，カンザスの J 小学校，Y 小中学校，中学校，
高等学校の 4校を訪問した。
　各校では，⑴ 日本の学校生活についての授業，
⑵ 集会でのプレゼンテーション，⑶ 事後アンケー
トの実施，⑷ 授業参加・見学の 4つの活動を行っ
た。

作品テーマ 3

中 2，生徒 D；RAFT 作文
“ I  am a Yambarukuina.  I  l ive in Okinawa.  I 
don’t have a name.  I am one of the endangered 

animals, but I am fine now.  My friends in the world 
sometimes can’t find their home.  Please help them!”

▶	図 5：RAFT 作文例 2

作品テーマ 2

中 2，生徒 C；RAFT 作文
“Everyone, stand up!  I am a soccer coach.  Soccer 
is fun. 
Practice hard every day!”

▶	図 4：RAFT作文例 1

中 3，生徒F；手紙
Dear
Hi.  Thank you for your letter and presents.  I 

live in Osaka.  Osaka has very good food.  It is 
“takoyaki.  It is very popular food in Japan.  When 
you come to Japan, you should eat it.  Osaka is a 
very interesting city.  Universal Studio Japan is the 
most interesting place.  USJ’s roller coaster is very 

excited.  So when you come to USJ, you have to 
ride the roller coaster.
I’m looking forward to you coming to Japan.

  Your friend,

▶	図 7：英文手紙例 2
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⑴ 日本の学校生活についての授業
　交流していた J 小学校，Y 小中学校の 2校では，
教室で，日本の学校生活などについての授業を行っ
た。生徒は，遠く離れた日本について学ぶことにと
ても熱心であった。アメリカでも寿司や天ぷらなど
は有名であるが，特に，日本の生徒が学校で毎日食
べるお弁当の話に興味を抱いた生徒が多く，
Japanese lunch box について，絵を描いて説明し
た（図 8）。また，「日本の学校では誰が清掃するの
か」という質問に対し，「生徒が自分の使っている
教室やトイレを毎日清掃する」と言うと，どよめき
が起こった。また，生徒は折り紙に興味を持ったよ
うで，筆者が数十秒で折り鶴を折ると，まるで手品
を見たように驚いていた。Y 小中学校では書道の授
業を行った。「平和」と書いたが，上手に形をとら
えて書いている生徒や，記号のように書いている生
徒もおり，それぞれ楽しみながら体験することがで
きた（図 9）。

▶	図 8：日本についての授業

 ⑵ 集会でのプレゼンテーション
　筆者は，交流校の生徒が主に進学する中学校，高
等学校も訪れた。かつて，日本の生徒と文通をして
いた生徒が現在通うそれらの学校では，Pen Pal 

Project は印象深かったと，文通の思い出を聞くこ
とができた。4校とも集会でプレゼンテーションを
行い，持参したビデオレターを上映し，書道，柔道，
着物や中学校の制服の着付け体験など，日本を多岐
にわたって紹介した（図10）。この日は地元の新聞
社から取材に来ており，このプレゼンテーションの
様子が後日紙面で紹介された。

▶	図10：着付け体験

⑶ 事後アンケートの実施
　筆者は，J 小学校と Y 小中学校において，事後ア
ンケートを行った。

⑷ 授業参加・見学の記録
　筆者は，J 小学校で，アメリカの子供がどのよう
に，英語の音と文字の関係を学んでいくのかを知る
ため，キンダーガーテンクラスのフォニックスの授
業に参加した。フォニックスでは “p” の音を体感す
るため，歌を使って “p” の音を何度も練習していた。
また，子供らは手鏡を使い，“p” の音を出す瞬間の
自分の唇の動きを確認しながら発音練習をしてい
た。
　次に，3年生の音楽の授業に参加した。アフリカ
音楽の指導で，1人 1台のボンゴを使用し，グルー
プで違ったリズムをたたきながら，筆者も一緒にア
フリカンミュージックを奏でた。子供たちにとっ
て，外国人と一緒に曲を演奏できたのは良い異文化
体験となったであろう。筆者とともに，柔道の指導
経験者の教師がカンザスを訪問したこともあり，中▶	図 9：書道体験
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学校の体育の授業で柔道の背負投げの実演を行っ
た。生徒を背負って投げていくと歓声が上がった。
柔道はオリンピックの競技にあり，アメリカでとて
も有名なスポーツであるが，日常的に柔道着を着た
選手や，試合を見ることはなく，生徒は柔道にとて
も興味を示していた。

「英文手紙交換」を通した
生徒の変容の分析と考察4

4.1	 調査 1：日本の生徒の事前・事後
アンケート比較についての分析と
考察

　日本の生徒の事前・事後アンケートの質問項目は，
鈴木他（2000）の国際理解測定尺度より，「他国文
化の理解」，「外国語の理解」に焦点を当てて 4件法
で作成し，ウィルコクソンの符号付順位検定を用い
て分析した（表 4，図11）。その結果，Q2 のカンザ
スの文化に興味がある（事前）・異なる文化に触れる
ことは興味深い（事後）（z = 3.92，p < .01＊＊），Q4 

の自分の言いたいことを英語で書けるようになりた
い（事前・事後）（z = 4.27，p < .01＊＊），Q5 の英語
で質問されたときに答えられるようになりたい（事
前・事後）（z = 4.20，p < .01＊＊）の 3項目に関しては，
顕著な有意差が見られた。Q1 のカンザスに実際に
行ってみたい（事前）とアメリカでその国の人たち
と同じような生活をしてみたい（事後）（z = 1.76，p 

< .05＊）についても有意差が見られた。Q3 の英語に
興味がある（事前）と英語の授業は楽しい（事後）
（z = 0.87，p > .05）は，有意差がなかった。
　この結果から，英文手紙やビデオレターの交換を

通じて，異文化理解に変容が見られ，その変容が生
徒の英文手紙で表現したいという気持ちにつながっ
ていることが明らかになった。特に他国文化の理解
や関心について，事前に考えていた予想を上回る結
果となった。ライティングは英語学習の中でもハー
ドルが高い活動だが，手紙を書くためにもっと英語
力をつけたいと思う生徒が増え，英語学習に対する
意識の向上が見られたことは注目に値する。また，
Damen（1987）の「異文化適応のプロセスによる
各段階での反応の典型」（表 1）に照らし合わせる
と，多くの生徒が第 1段階から第 2段階に進んだこ
とが明らかになった。そして，中にはカルチャー
ショックを受ける第 3段階，寛容な態度で異文化を
受容できるようになる第 4段階まで進んだ生徒も見
られた。
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▶	図11：生徒の異文化についての変容（N = 61）

4.2	 調査 2：事後アンケートの日米比
較についての分析と考察

　アメリカの生徒に対しては，取り組みの事後に質

Q 質問事項（事前） 質問事項（事後）
事前 事後

Mean SD Mean SD z p

1 カンザスに実際に行ってみたい アメリカでその国の人たちと同
じような生活をしてみたい 2.54 0.90 2.90 1.07 1.76 .049＊

2 カンザスの文化に興味がある 異なる文化に触れることは興味
深い 2.79 0.83 3.48 0.74 3.92 .00＊＊

3 英語に興味がある 英語の授業は楽しい 2.93 0.74 3.05 0.92 0.87 .329＊

4
自分の言いたいことを英語で書
けるようになりたい

自分の言いたいことを英語で書
けるようになりたい 2.67 0.88 3.52 0.78 4.27 .00＊＊

5
英語で質問されたときに答えら
れるようになりたい

英語で質問されたときに答えら
れるようになりたい 2.79 0.79 3.52 0.80 4.20 .00＊＊

（注）N＝ 61，p < .01＊＊，p < .05＊

■ 表 4：日本の生徒の事前・事後アンケート結果
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問紙調査を実施し，その結果を表 5に示す。事後ア
ンケートの 2項目（Q1：日本でその国の人たちと
同じような生活を体験したい，Q2：異なる文化に
触れることは興味深い体験だと思う）について，マ
ンホイットニーの U 検定を用いて分析を行った。
その結果，Q1，Q2 ともに有意差は見られなかった。
Q1 に関して，日本の生徒の平均値は2.90，アメリ
カの生徒は3.31で，特にアメリカの生徒の数値が高
く，異文化体験に興味を抱いていることがわかった。
Q2 に関しては，日本の生徒の平均値は3.48，アメ
リカの生徒は3.60と高い値となっており，つまり，
日米の生徒の異文化理解の変容に差がなく，どちら
の生徒も異なる文化に触れることは興味深いと感じ
ていることがわかった。

4.3	 調査 3：記述式アンケートの日米
比較（質的分析）についての分析と
考察

　日米両国の生徒の事後アンケートに関して，4件
法で図れない内容を記述式で問い，KJ 法で分析し
た。以下が質問項目である。

問 1  アメリカ（日本）について，文通する前に知っ
ていたことや，持っていたイメージ。

問 2  アメリカ（日本）について，文通を始めてか
ら知ったことや変わってきた印象。

　図12，13，14，15は，生徒の記述をカテゴリーご
とにグループ化したコンセプトマップである。カテ
ゴリーはアルファベットの大文字で示す。
　図12から，アメリカと聞いて思い浮かべるのは，

Q 質問事項（日本） 質問事項（アメリカ） JP SD USA SD z p

1
アメリカ人と同じような生活をして
みたい

日本人と同じような生活をしてみた
い 2.90 1.07 3.31 0.69 0.14 0.06

2 異なる文化に触れることは興味深い 異なる文化に触れることは興味深い 3.48 0.74 3.60 0.55 0.31 0.59

■ 表 5：日米の生徒の事後アンケート結果の比較

問 1  アメリカについて，文通する前に知っていたことや，持っていたイメージ。

 関連深いもの
 同じカテゴリーの事柄
 関係あり
 因果関係，生起の順
 相互に因果的となる

▶	図12：日本の生徒の分析（事前）
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広く大きな国土，そして元気で自由な印象だ（カテ
ゴリー C）。また，生徒はアメリカ人が，多人種で
あるという知識を持っている（E）。彼らが知って
いるアメリカ人は，マイケル・ジャクソンら，ハリ
ウッドスターである。おそらく，映画や音楽ビデオ
などで，その存在を知ることができたのであろう
（A）。アメリカ人は誰とでも仲良くでき，フレンド
リーだが（B），それと対照的に愛想がなさそう，
怖いという見方もある。なぜならアメリカには，治
安が悪い，大都会という印象があるからだろう（E）。
時折ニュースで聞く，銃や犯罪の記憶がそう思わせ
るのだろう。彼らにとってアメリカは世界の中心で
あり，大国である。そのような街を一言で言うとワ
イルドかもしれない。ワイルドはまた，広大な土地
や大胆な食生活にもつながる（D）。思い浮かべる
アメリカの食べ物はハンバーガーなど，カロリーの
高いものばかりであり，そのような食生活が肥満に
つながっていくと思っている。この図では，上部に
プラスイメージの記述を置き，下にいくにつれてマ
イナスの記述を配置した。

　図13から，アメリカの生徒が日本と聞いて思い浮
かべるのは，美しくお城や鳥居などの文化が根づく
土地であり（A），東京は摩天楼の輝く大都会であ
るらしい。また戦争の印象も強いようだ。日本人は
すてきな服を着てスポーツをし，寿司などの日本食
を食べ，日本語しか話さないと思っている（B）。
日米の違いについて考えた生徒もおり，相違点を指
摘している（C）。また日本に対し，小さいという
イメージを持っており，国土の狭さや背の低さなど
を挙げている。中国と日本の明確な区別は難しく，
たくさんの自転車が走っている映像が日本か中国か
わからないと感じている（D）。美しい島国ととら
えながらも，変わった音楽を聴き，古い技術しか持
たない国だと思っている。しかし一番多かった回答
は「日本についてはよく知らなかった」であり，そ
の関心の低さが伺える。
　この図より，生徒が文通を始める前にアメリカに
対して知っていたことや持っていたイメージは，
我々大人の日本人が一般的に思い浮かべることと相
違がないことが読み取れる。海外からの情報は一方

Ａ 日本文化 Ｂ　日本の人々 プラス
イメージ

日本のすばらしさ 歴史 ことば

街のイメージ 文化 食べ物

Ｃ　日米の差異

Ｄ　どちらかといえばマイナスイメージを抱いている

街のイメージ 中国と混同

マイナス
イメージ知らない

自動車レース

変わった音楽を聴いて
いる

古いテクノロジー

背が低い

小さい島

アメリカと似ている

アメリカと全く違う

中国のようだ

自転車に乗る人々

日の丸

パンダ

スポーツ

ファッション

日本語を話す

「こんにちは」

違う食べ物

寿司

城がある

鳥居摩天楼

美しい

大きい

平和

戦争

首都東京

▶	図13：アメリカの生徒の分析（事前）

問1　日本について，文通する前に知っていたことや，持っていたイメージ。
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的に報道されるため，テレビで見るアメリカがその
すべてであると思ってしまうところがあるかもしれ
ない。英語を学び，社会科の授業で諸外国について
勉強するがあくまでも机上の知識であり，その知識
を持ち自分で体験していくことが望まれる。
　図14は上下にプラスイメージからマイナスイメー
ジになるよう配置し，左側に日本とよく似ているこ
と，右側に日本と違うと感じたことを置いた。日本
とよく似ていてしかもプラスでとらえていること
に，ゲームやアニメのキャラクターがある。アメリ
カからの手紙には英語のつづりが間違っているもの
があり，英語を話す人々でも自分たちと同じように
単語を間違えるのだと思ってほっとしている（A）。
ペンパルが優しく気さくで親しみがわいたことから
（B），アメリカは思ったより怖い国ではないと感じ

ている。日本と違っていて良い印象を抱いているこ
とは学校の仕組みや行事である（C）。アメリカで
はキンダーガーテンから小学校に行っていること
や，夏休みの長さなどが意外であったようだ。マイ
ナスイメージは銃を持っていることで，手紙の中で
家に銃があるという内容があったため，特に印象に
残ったようだ。
　図15より，アメリカの生徒にとって，手紙と一緒
に交換しているアクセサリーなど，女子がかわいい
と思うものが同じであったことが印象的だったよう
だ（A）。日本にはすばらしい人々がおり，桜が美
しく最新技術にあふれる平和な大国だと感じている
ようである（B）。アメリカと違う点は，日本人は
学校では制服を着て，一生懸命勉強しているところ
らしい（D）。ロッカーがないことに驚いている。

▶	図14：日本の生徒の分析（事後）

問 2　アメリカについて，文通を始めてから知ったことや変わってきた印象。

▶	図15：アメリカの生徒の分析（事後）

問 2　日本について，文通を始めてから知ったことや変わってきた印象。
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折り紙や日本の硬貨など日本独自の文化や生活があ
ると認めている（E）。アメリカと違っていてマイ
ナスイメージを抱いたことは，カンザスに比べて混
雑しているということ，選択肢が少ない人生である
ととらえていることである（F）。
　手紙交換を通して，日本の生徒はアメリカ人とい
う大きなくくりで見ていたものが，1対 1の交流に
より身近に感じるようになった。事前アンケートで
は，アメリカの生徒の方が日本に対してマイナスイ
メージを持っている生徒が多かったが，事後ではマ
イナス記述はほとんどなくなった。しかし，自由な
アメリカに比べ，日本の学校は時間も長く勉強も厳
しそうで，全員が同じ制服を着て同じようにしなけ
ればならないということは窮屈に感じたようだ。

4.4	 異文化理解と統合的学習動機づけ
に関する回答についての分析と考
察

　質問 2に対する回答として，異文化理解の変容と
日本の生徒の英語学習における統合的動機づけにつ
ながるものが見られ，その効果が明らかとなった
（図16）。

「カンザスとの英文手紙交
換」を支える教師たち5

　前章で，生徒のアンケートより，全体像を推し量
ることはある程度できたが，取り組みの全体像や客
観的な把握は不十分である。そこで，調査 4として
英文手紙交換の取り組みを支えてきた 3名の教師に
ついて付加的な情報を得るため，半構造化インタ
ビューを行う。インタビューは 1対 1で40分間行っ
た。

5.1	 インタビューの方法
　本研究において，日本では 2名の教師（JP-T1，
JP-T2），アメリカでは 1名の教師（USA-T1）が取
り組んでいる。JP-T1 は本実践校の英語科教諭，
JP-T2 は筆者であり，2年間の取り組みは 2人の教
師が中心となって行った。USA-T1 はアメリカ側の
教師である。木下（2003）による「修正版グラウン
デッド・セオリー」に基づき，先行研究を基に作成
した 4つの質問をカテゴリー化し，次のような概念
シートを作成する（表 6）。

5.2	 インタビューの分析と考察
　上記のうち，概念 1，3，4から，3名それぞれ
の考えや思いを比較し，まとめとして示す（表 7，8，
9）。USA-T1 の回答は筆者の訳による。

カテゴリー 概念 質問事項
1　国際理解教育 教師としてめざす子供の像 本活動を通して生徒に伝えたいことは何ですか。
2　他国文化の理解 手紙の内容に関する興味 手紙にどのようなことが書いてあると喜んでいますか。
3　異文化理解 グローバルマインドの育成 お互いの国の文化に対して興味を持つようになってきましたか。
4　外国語の理解 統合的学習動機の育成 お互いの言語に対して興味を持つようになってきましたか。

■ 表 6：教師インタビューの概念シート

▶	図16：異文化理解と統合的学習動機づけに関する回答

日本の生徒

アメリカの生徒

異文化理解 英語学習における統合的学習動機づけ

憧れ，興味 英語力の向上

アメリカに行きたい 手紙が読めるようになった

楽しそうで行ってみたい

憧れ，興味

ペンパルに会いたい

日本に行ってみたい

伝わってうれしかった 英語に強くなった

英文を思いつくのが早くなった
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教師 JP-T1 JP-T2 USA-T1

インタビューの回答

自分自身や自国のことを英語
という言葉を通して伝えられ
たらすばらしいと思います。
そのような楽しさを伝えたい
なと思っています。そしてど
の国の人ともコミュニケー
ションできる人間になってほ
しいと思います。

国や言葉の壁を越えて交流で
きるような広い視野が大切
で，そのようなグローバルマ
インドを持った大人になって
ほしいと思っています。内向
きな生徒が増えている中で早
いうちから海外に目を向け
て，グローバルな視点で世界
を見られるようになってくれ
たらうれしいです。

それほど裕福でなく，なかな
か海外旅行に行けない生徒も
多い中，このプロジェクトは
すばらしいと思っています。
そして，どの国の人も同じよ
うに感じる心を持っているこ
とを伝え，生徒に夢を持って
ほしいと思っています。

概念 1：教師としてめ
ざす子供の像のまとめ

・言葉を通して自分自身や自国のことを伝えることができる
・グローバルマインド（広い視野）で物事を見ることができる
・どの国の人も同じように感じることができる
・夢を持つことが大切であると理解できる

■ 表 7：カテゴリー 1　「国際理解」に関して生徒に伝えたいこと

教師 JP-T1 JP-T2 USA-T1

インタビューの回答

アメリカで行われていると聞
いたことはあるけど，実際に
見たことのない行事，例えば
ハロウィンなど，本当にアメ
リカではそのような行事をし
ているのだということを実感
しているみたいです。日本の
ことも知ってほしいと，折り
鶴を折ったりして日本文化を
伝えようとするようになって
きました。

初めはアメリカの生徒と文通
していることが実感できない
生徒もいましたが，すごく楽
しみにするようになって，一
生懸命英文を読もうとする
ようになってきました。ハロ
ウィンやイースターなどあま
り日本で行われない行事に興
味を示している生徒が多いで
す。

日本について知らない生徒が
多かったので，節分やこども
の日，七夕など日本の行事を
毎月行っています。そのおか
げで日本文化に詳しくなり，
興味を持ってくれています。
図書室に桜の木を飾ってみん
なでお花見もしました。日本
についての本を探して読むよ
うになった子もいます。

概念 3：グローバルマ
インドの育成について
のまとめ

・日本文化を伝えたいといろいろ考えるようになってきた
・英文手紙の交換を楽しみにするようになり，頑張って英文を読むようになってきた
・日本の行事を体験することで理解が深まってきた

■ 表 8：カテゴリー 3　お互いの国の文化に対する興味についての変容

教師 JP-T1 JP-T2 USA-T1

インタビューの回答

手紙の交換を繰り返してい
ると，その形に慣れてきまし
た。Thank you for your letter. 
など決まった表現はすぐに出
てくるようになりました。英
語のライティングに関して抵
抗感が少なくなってきたよう
に思います。英文を考えるの
が早くなったと言っている生
徒もいました。

手紙の中にある表現，例え
ば I’m in the 7th grade.  I’m 

a member of the basketball 
team. などを使って返事を書
いたり，アメリカの生徒が単
語のつづりを間違っているこ
とに気付くなど，やりとりの
中で英語を実用的に学んでい
ると感じます。学校の英語は
本当に使えるんだと実感して
いるようです。

日本語のあいさつの仕方や曜
日，月，色，数字の言い方な
ど，授業で繰り返し教えてい
ます。そのおかげで，日本語
に対してとても興味を持って
いて，それらの言葉はよく理
解しています。日本語を書く
練習もしています。日本語を
話せるようになりたいと言っ
ている子供もいます。

概念 4：統合的学習動
機の育成についてのま
とめ

・ ライティングに対して抵抗感がなくなり，英文を考えるのが早くなってきた（JP）
・ 相手の英文を借りて返事が書けるようになってきた（JP）
・ 学校の学習と実用的な英語がつながっていることに気づくことができるようになってきた
（JP）
・ 日本語に対して興味を持ち，理解して話せるようになりたいと思う生徒が増えてきた
（USA）

■ 表 9：カテゴリー 4　お互いの言語に対する興味についての変容



122

　本インタビューの回答は以下の 3つに整理され
る。まず，3人の教師は，先行研究であるグローバ
ルマインドを身につけた生徒を育てたいと思ってい
ることである。3人のめざす目標が同じ方向に向
かっており，生活環境の全く違う外国人とコミュニ
ケーションすることで，お互いを理解し，認め合っ
ていきたいと考えている。次に，日本の教師は，生
徒がコミュニケーションできる英語を身につけるた
め，統合的学習動機を持って，授業に挑んでほしい
と考えていることである。最後に，Pen Pal Project 

の中で，言葉を超えたユニークな交流が見られたと
いうことである。手紙の交換の中でポケットモンス
ターなどアニメのイラストを交換することは言葉を
超えたコミュニケーションであった。アメリカの生
徒には，日本語を学びたいという生徒が多く，日本
語のあいさつや漢数字などを手紙に書いていた。そ
の返事として，日本の生徒もペンパルの名前をカタ
カナで書くなど，お互いが楽しみながらコミュニ
ケーションできた。また，生徒が互いの国のニュー
スについて以前より関心を持つようになったことが
わかった。日本の生徒はスポーツ選手がアメリカで
活躍するニュースを見てその場所に興味を持ち，一
方，アメリカの生徒は，日本で起こった地震や台風
被害のニュースが届くと，「私のペンパルは大丈夫
か？」というメッセージを緊急に送ってくるように
なった。両国の生徒にとって，見知らぬ外国ではな
く，友達の住む国ととらえるようになったというこ
とだろう。

「カンザスとの英文手紙交
換」を経験した卒業生たち6

　本取り組みにより，これまでに多くの卒業生がカ
ンザスとの手紙交換を経験している。本研究でめざ
すグローバルマインドと英語学習に対する意識の向
上が，彼らにどのような影響を与えたのかを検証す
るため，調査 5として卒業生に半構造化インタ
ビューを実施した。

6.1	 インタビューの方法
　調査の対象者は女子卒業生 6名（21歳 4名，24歳
2名）である。卒業生らは，中学校 3年間の英語の
授業を通して約12回の英文手紙交換を行った経験を
持つ。インタビューは，木下（2003）の「修正版グ

ラウンデッド・セオリー」に基づき，取り組みがそ
の後の人生にどうかかわっているかという観点で30

分間質問した内容と，その回答を表10にまとめた。
問 1に関しては 4件法で尋ねた。

カテゴリー 質問事項

問 1 異文化理解

異なる文化に触れることは興味
深い体験だと思いますか
1. とてもそう思う　
2. まあそう思う　
3. あまりそう思わない　
4. 全くそう思わない

問 2
統合的学習
動機

中学時代と比べて，英語や異文化
を学ぶ意義はどのように変化し
ましたか

問 3 感想 英文手紙交換についての感想

■ 表10：卒業生インタビューの質問事項

6.2	 インタビューの分析と考察
　表11に示す卒業生のインタビューより，英文手紙
の交換が生徒の異文化理解に影響を与え，卒業後の
英語学習や留学といった進路につながったというこ
とがわかった。卒業生は英語が得意であった者もい
れば，苦手だった者もいるが，生の英語に触れる英
文手紙交換は印象的であったと答えている。海外に
住む同年代の友達に手紙を書く活動は，驚くべき体
験だったという卒業生もいた。卒業して何年もたっ
ているが，記憶に新しいのは 3年間継続したことに
よるのではないだろうか。卒業生のうち，B，C，E 

の 3人は短期留学を含め，学生時代に海外留学を経
験し，D は留学を強く希望している。留学する機会
がなかった生徒も含め全員が，異文化に触れること
は興味深い体験であると回答しており，今まさに英
語学習の意義とその必要性を感じている。中学時代
には英語学習や異文化に興味を持てなかったが，そ
の後変化した卒業生もおり，統合的学習動機と異文
化理解は，中学校 3年間だけでなくその後の英語学
習も含めてめざすべき目標であると言えるだろう。
　語彙に関して，手紙交換で培った実用的な表現を
今になって有効に活用できていると感じている卒業
生もおり，英語教育も異文化理解も身につけるため
には長い時間を必要とするということが証明され
た。中学時代にすぐに結果が出なくても，蒔いた種
は着実に根を張り，社会へ出てから花を咲かせるこ
とも多いということだろう。
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　以上のことから，これからの日本を担っていく若
者たちに，グローバル社会を生き抜く力の一つとし
て，異文化を理解する心と英語でコミュニケーショ
ンする力をつけることは必須であると言える。

結論7
　本研究では，学校で英語を学んでも英語を実際に
使う機会が少なく，英語学習のモティベーションを
保つことは難しいという点に着目し，海外の学校と
英文手紙の交換を通して生徒の異文化理解の育成を
図り，生徒が学んだ英語を使い統合的動機を持って
英語学習に取り組むことをめざした。
　本研究の目的に対する結論と，本研究を通して得

られた生徒の「異文化適応プロセス」のまとめを述
べる。
　まず，目的⑴において，生徒の質問紙調査より，
両国ともに異文化に対する変容に顕著な有意差が見
られた。特に，他国文化の理解や関心について大き
な変容が見られた。例を挙げると，日本の生徒はア
メリカをテレビの中でのイメージでとらえており，
それ以上深く知る機会がなかった。しかし，英文手
紙の交換をするうちにアメリカを身近に感じること
ができるようになった。一方，アメリカの生徒はカ
ンザスという環境から，もっと日本に対する情報が
少なかったが，英文手紙の交換を通して日本に興味
を抱くようになった。質問紙調査からはアメリカ側
の意識の高さが伺えた。
　次に目的⑵に関して，手紙のやりとりを通してラ

A（21歳） B（21歳） C（21歳） D（21歳） E（24歳） F（24歳）

1 1．とても 1．とても 1．とても 1．とても 1．とても 1．とても

2

英語や異文化を
学ぶことは大切
であり，これか
らの社会におい
て欠かせないこ
とであるという
認識に変わった。

中学時代はあま
り英語に興味が
なかったが，そ
の後留学をする
ことになり，か
なり変わったと
思う。

英語を勉強する
ことがとても面
白い。英語はグ
ローバル言語に
なっていると思
うし，他国文化
を学ぶことは互
いを理解するた
めに大切だと思
う。

当時は外国の食
べ物や映画など
に対し，それぞ
れ独立して興味
を持っていたけ
れど，今は各国
の国民性や文化
全体をとらえら
れるようになっ
た。

英語は世界中の
人々とコミュニ
ケーションを図
るツールだとい
う意識が上がっ
た。自分と異な
る文化を持つ友
達を作りたいか
ら英語を学ぼう
という意欲につ
ながっていった。

中学時と比べ，
社会に出てから
は一層英語がで
きる大切さを実
感している。学
校での勉強はそ
の後の基礎とな
ると思う。

3

母語が違う人と
かかわれて，と
ても楽しかった。
自分が普段使わ
ない言語を使っ
て意志疎通をし
たのでコミュニ
ケーション力が
上がったのでは
ないかと思う。

とても良い経験
で返事が楽しみ
だったのを覚え
ている。今ぐら
い英語ができて
いたらもっと楽
しめただろうな
と思う。

手紙交換はと
ても楽しかっ
た。アメリカの
生徒に手紙を送
るということが
信じられなかっ
た。この経験は 
amazing だと思
う。

手 紙 交 換 で 
Looking forward 
to ～の表現を
使ったのを今で
も覚えていて，
外国のレストラ
ンにメールをす
るときに思い出
して使ってい
る。必死で覚え
た単語より役に
立っている。

英文手紙交換は
異文化に興味を
持つきっかけに
なった。返事が
航空便で返って
くるのをとても
楽しみにしてい
たので，今の中
学生もそういう
かかわりが視野
を広げる一歩に
なると思う。

学校で習う文法
ではなく，生の
英語に触れてい
る感じが楽し
かった。同年代
の相手だったの
で気楽に手紙を
書けたのだと思
う。

ま
と
め

・社会へ出てから異文化理解の大切さを改めて実感している
・英語や異文化を学ぶことはこれからの社会に欠かせないという認識に変わった
・英語は世界中の人々とコミュニケーションを図るツールだという意識が上がった
・英文手紙交換は異文化に興味を持つきっかけになった
・生の英語に触れている感じが楽しかった
・手紙で使った表現を，今は実際の場面で使えるようになった

■ 表11：英文手紙交換に関するインタビューの回答
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イティングに対する意識の向上が見られた。日本の
生徒の記述アンケートより，今までよりも英語で書
くことに対して抵抗が少なくなったという回答が得
られ，自分の書いた英語がアメリカの友達に伝わっ
たうれしさ，初めはなかなか読めなかった英文手紙
を読むスピードが速くなったことなどが明らかと
なった。また，教師のインタビューから，教師が同
じ目的を持って本取り組みを行ったことで，生徒の
異文化理解の変容に影響を与えたことがわかり，卒
業生のインタビューから，卒業後の英語学習への意
識の向上につながったことが認められた。
　次に，Damen（1987）の「異文化適応のプロセ
スによる各段階での反応の典型」から，生徒が異文
化学習の一般的な過程を経て，そのプロセスを体験
したことがわかった。調査の結果，ほとんどの生徒
が互いによく知らない第 1段階から，英文手紙の交
換を通して異文化に興味を持つ第 2段階に進み，中
には第 3段階を経て第 4段階に進んだ生徒がいたこ
とがわかった。教室で外国を紹介する授業によっ
て，生徒の異文化適応を第 1段階から第 2段階に進
めることは，それほど難しいことではない。むしろ，
その後に続くカルチャーショックを受けて異文化を
拒否してしまう第 3段階から，自国文化と相手の文
化の差異を認め，寛容な態度で異文化を受容できる
ようになる第 4段階に進む中で，筆者の英文手紙の
交換という取り組みの介入が，効果を発揮したと言
えるだろう。3人の教師が，グローバルマインドを

身につけた生徒を育てたいという同じ目的を持ち，
取り組みを行ったことで，生徒の異文化理解を進め
ることができた。加えて，生徒が手紙を交換するた
めに，「書く」活動を繰り返すことで，ライティン
グ力が伸びたことが明らかとなった。つまり，英文
手紙の交換という活動が，生徒の英語を書いたり話
したりしたいという，英語学習への積極性につなが
り，統合的学習動機に影響を与えたと言える。
　しかし，本取り組みの一般的な応用については，
ある程度の実践と研究の限界を含む。長期にわ
たって英文手紙を交換する活動を行うためには，信
頼できるパートナーが必要である。また，本取り組
みにおいて，アメリカの生徒の事前アンケートを実
施することは困難であった。今後は文通に加えてテ
レビ電話やインターネットなどを使った交流や，さ
らには両国の生徒が交流校を訪れるなど新たな活動
も取り入れながら，取り組みを継続していきたい。
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